
別紙（Ｑ１８関係）

（参考）標準的な接種スケジュール
　※平成19年4月2日生まれ以降の方はこのスケジュールとなります。

生後６月～7歳6か月未満 9歳以上13歳未満

【第1期の接種機会の確保】
１　予防接種実施規則　附則第４条の対象者（H19.4.2～H21.10.1生まれ）（対象期間：６月から９０月、９歳から１３歳未満）

①　平成２２年３月３１日までに初回接種のうち１回のみ終了したケース【第1項】

● ● ● ・・・6日以上の間隔をおいて2回接種
　　　（間隔は接種医と相談）

②　平成２２年３月３１日までに初回接種が終了したケース【第1項】

● ● ●
↑

③　平成２２年３月３１日までに、全く接種していない対象者（９歳から１３歳未満）【第２項】

● ● ●

年齢：９～１３歳未満

第1期：3歳から4歳までに6日～28日の間隔を
おいて2回、その後概ね1年の間隔をおいて、4
歳から5歳までの間で1回接種。

第2期：9歳から10歳までの間に1回接種。

・・・1回接種（可能であれば、初回接種終了後概ね1
年後に接種）

接種機会を逃した方に対する標準的な接種スケジュール(例)（接種にあたっては医師と十分に相談の上、行ってください。）　　　　　　　　　

施行日(8/27)

年齢：６～９０月又は９～１３歳未満

4/1 施行日(8/27)

H22

H22

4/1

6～28日
年齢：６～９０月又は９～１３歳未満

4/1 施行日(8/27)

6～28日 概ね1年

H22

● ●   ● 

3歳 4歳 

●  

9歳 



別紙（Ｑ１８関係）

①　附則第４条第１項（１①）の例外・・・3月31日までに1回しか接種を受けていないが、４月１日以後接種を受けているケース

勧奨再開をまたいで、実施規則
上の接種間隔通り初回接種を
終了している場合

● ● ●

6～28日 ↑

②　附則第４条第１項（１②）の例外・・・3月31日までに２回しか接種を受けていないが、４月１日以後、追加の接種を受けているケース

勧奨再開をまたいで、実施規則
上の接種間隔通り接種

● ● ●

③　附則第４条第２項（１③）の例外・・・施行日までに1回も接種していないが、90月までに第1期の接種が完了できないケース

第1期の接種を受けていない方 ● ● ●

年齢：～90月 年齢；9～13歳未満

● ● ●

年齢：～90月

6～28日 概ね1年

２　上記以外のケース

4/1 施行日(8/27)

1.5年以上

H22

H22

4/1 施行日(8/27)

・・・既に2回接種していることを運用上で確認し、残り
の1回を対象年齢にある間に接種
★可能であれば、初回接種終了後、概ね1年後に接
種。

年齢：～９０月又は９～１３歳未満

1.5年以上

4/1 施行日(8/27)

6～28日

H22

6日以上の間隔を置
いて2回接種

年齢；9～13歳未満

・・・既に適切な接種が完了しているため追加接種は
不要



別紙（Ｑ１８関係）
※任意接種を含むケースについて
　　　任意接種については、法令上は接種回数にカウントしないが、運用上はカウントしたうえで接種間隔を決定して差し支えない。
　　　経過措置の趣旨は、例外として3回接種する機会を与えることであるため、既に必要回数の接種が完了している者について接種する必要はない。

①３回接種済みの場合・・・既に３回接種していることを運用上確認し、接種を行わない。

②２回接種済みの場合・・・既に２回接種していることを運用上確認し、残り１回を６日以上の間隔をあけて、接種。(接種間隔については接種医と相談)

　　　　　　　　　　　　　　　　　（例）

● ○ ●

任意接種

③１回接種済みの場合・・・既に１回接種していることを運用上確認し、６日以上の間隔をあけて２回接種する。(接種間隔については接種医と相談)

　　　　　　　　　　　　　　　　　（例）

○ ● ●

任意接種 年齢：９～１３歳未満

・・・法令上は附則第４条第１項(残り２回)による
　　接種にあたるが、運用上、残り１回のみ接種す

年齢：６～９０月又は９～１３歳未満

　　たるが、運用上、残り２回のみ接種する。

H22
施行日(8/27)

　　（可能であれば、任意接種終了後概ね1年後に接
種）

施行日(8/27)

・・・法令上は附則第４条第２項による接種にあ

6～28日

4/1

H22
4/1



別紙（Ｑ１８関係）
【第1期、第2期の接種機会の確保】
１　予防接種実施規則　附則第５条の対象者（H7.6.1～H19.4.1生まれ）（対象期間：２０歳未満）

①　初回接種のうち１回のみ終了したケース【第1項】

● ● ● ● ・・・第1期終了後、6日以上の間隔をおいて接種

②　初回接種が終了したケース【第1項】

● ● ● ●

③　第1期が終了したケース【第１項】

● ● ● ●

　　　6～28日 概ね1年

④　日本脳炎の予防接種を全く受けていないケース【第2項】

● ● ● ● ・・・第1期終了後、6日以上の間隔をおいて接種

概ね1年

２　任意接種を含むケースについて
　　　任意接種については、法令上は接種回数にカウントしないが、運用上はカウントしたうえで接種間隔を決定して差し支えない。
　　　経過措置の趣旨は、接種する機会を与えることであるため、既に必要回数の接種が完了している者について接種する必要はない。

6～28日

H23
5/20

　　　（第1期との間隔はおおむね5年の間隔をおいて接種することが望ましい）

5/20 9歳

9歳

6～28日
初回接種終了後6日以上の間隔をおいて接種

（可能な限り、初回接種終了後概ね1年後に接種）

　　　（第1期との間隔はおおむね5年（以上）の間隔をおいて接種することが望ましい）

H23
5/20 9歳

　　　（第1期との間隔はおおむね5年の間隔をおいて接種することが望ましい）

　　　（第1期との間隔はおおむね5年の間隔をおいて接種することが望ましい）

・・・第1期終了後、6日以上の間隔をおいて接種

H23
5/20 9歳

H23

・・・第1期終了後、6日以上の間隔をおいて接種

6日以上の間隔
(間隔は接種医と相談)

　　　（なお、1回目と2回目の間隔が５年以上空いている場合は、3回目と4回目
の間隔は、概ね1年の間隔をおいて接種することが望ましい）


